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〈伝統的狩猟採集の生活〉 

 ブッシュマンは、南部アフリカのボツワナからナミビアにかけて広がるカラハリ砂漠で狩猟と採集によ

る移動生活を営んでいる民族である。カラハリ砂漠は、不毛な外見上からは想像できないほど動植物相は

豊かで、ブッシュマンは１００種以上の植物を食用とし、動物についても哺乳類３３種をはじめとして、

多数の鳥類、爬虫類、昆虫類を食物としている。捕獲がむずかしく収獲量の不安定な動物の狩猟に比べて、

植物採集は容易で確実なため、食料の８０パーセントはじつは植物性食物に依存している。              

 

飲料水の得られるのは雨季間の３０日程度にすぎず、年間３００日以上の期間、必要な水分を野生のス

イカやウリ科植物の根茎などに依存しなければならない。労働時間は予想外に少なく、１人１日平均３時

間半で、多くの時間を睡眠、休息、余暇にあてている。荒野での頻繁な移動生活はたしかに過酷であるが、

人々の生活は自然資源の確固とした保証の上に成立しており、その故に、この遊動的狩猟採集生活は何千

年、何万年にもわたって営まれてきたのである。 

  

ブッシュマンの社会は、身分や階級、職業などといった社会的分化はなく、平等原則によって成り立っ

ている。分配や共同が徹底して実行され、その日暮らしを支える狩猟採集経済の基盤となっている。権力

による支配や命令もなく、リーダーも存在しないが、社会生活は親族の絆と個々人の良識に基づく行動に

よって維持されている。さらに、頻繁な移動に伴う開放的かつ流動的な集団の構造が、全体としての社会

を永続させるための大きな役割を果たしているのである。 

 

   ブッシュマンの住まい         男性の狩猟           女性の採集 

 

〈定住化政策の導入〉 

 私が１９６６年以来調査していたブッシュマンの居住地、カデ地域に急激な変化の波が押し寄せてきた

のは１９７９年のことであった。ボツワナ政府による開発、近代化の施策が最奥地である中央カラハリ動

物保護区（ＣＫＧＲ）の中のカデ地域にまでついに及びはじめたのである。 



 学校教育と近代医療が導入され、カデ地域に唯一掘られた井戸の周囲が定住地として整備されはじめた

のである。大人数の人々が集まってきて定住生活をするようになれば、従来の狩猟採集生活は成り立たな

くなる。狩猟採集の生活様式は、少人数の人々が広大な土地を移動することによってはじめて成立しうる

ものだったからである。カデ地域以外からも多くの人々が移住してきて、居住地は数百人規模にまで拡大

した。政府はトウモロコシ栽培とヤギ飼育を奨励したが、とても人々の需要を満たす収穫は期待できず、

３か月に１度のペースで食料配給を実施した。狩猟採集から農耕・牧畜へ、平等分配から貨幣経済へ、そ

して、小さな遊動的キャンプの生活から何百人規模の定住生活への急激な移行。カデは歴史的な一大実験

場となっていったのである。 

  

定住化政策の実施は、小規模な集団による移動と離合集散を前提とし、全面的に自然に依存したいまま

での暮らしを真っ向から否定し、未知の文明を急激に押しつける生身の実験であった。政府は学校、診療

所、宿舎、店舗などさまざまな建物をつくり、その建設や道路工事の作業には住民を雇いあげて現金収入

の途をひらいた。大人たちには選挙権が与えられ、１９８４年の国会議員選挙でいきなり初めての国政選

挙を経験することになった。 

  

平等分配を基本として成り立っていた社会に、賃金労働や店舗という現金流通体系の一端が流入し、リ

ーダーすらも欠如していた平等社会に、突如として国政選挙が押しつけられた。２００人ばかりの顔見知

りばかりで構成されていた小さな社会に、何百人という大人数が次々と押し寄せ、私空間の境界も定かで

なかったキャンプは解体されて、匿名性を特徴とする都市的空間が一朝にして出現したのである。 

 

〈再移住の強行） 

 定住化政策は、１９９７年に断行された再移住によって新たな局面を迎えるにいたった。カデから町部

に近い方向へ７０キロ離れた地に政府は新しい居住地（ニューカデ）を建設し、人々の移住を促した。多

くの人々は住みなれたカデの地を去ることに強く抵抗したが、農場地帯からカデに移ってきていた人々な

ど、牛の飼育を望む一部の人たちが真っ先に政府の提案を受けいれた。牛の供与は政府が移住を促すため

に出した強力な交換条件のひとつだったのである。一角が崩れるとなし崩し的に移住への流れは怒涛を打

った。滅多にお目にかかったこともない多額の補償金をもらって引っ越しをしていく人々の姿を目の当た

りにして、残された人々は次々とあとに続いた。４か月のうちに、カデは無人の地と化したのである。 

 カラハリの自然は荒々しく粗野で、人間が生活する場としては決して安逸なところではない。雨量は４

００ミリ程度で、夏には４０度を越す酷暑になるかと思えば、冬の夜には氷点下１０度を記録し、夜ごと

に霜をみる。厳しい自然に融けこんで狩猟と採集の生活を営むために、ブッシュマンがどれほど見事に適

応してきたか、その具体例をあげれば枚挙にいとまはない。彼らはすばらしい観察者であり、現実主義者

であり、そしていかなる情況にも素直に対処できるご都合主義者でもありつづけた。この即物的、情況主

義的性向が、一旦ことあれば外界の変化にも巧妙に順応する力を発揮してきたといってよい。 

 いま、最後の生き残りのブッシュマンたちの世界に重大な危機がもたらされている。１千人というかつ

て経験したことのない大集落が出現し、社会関係は具体的、直接的な人的つながりから、巨大な数と非現

実的な集団的抽象へと移行しつつある。狩猟採集経済は破綻し、配給と年金に依存せざるをえない現金経

済の世界へと足を踏みいれた。平等分配の基本原理は成立基盤を奪われ、価値体系そのものが根本的な変

革を迫られている。定住化政策は、ブッシュマンたちが悠久の歴史を経てカラハリの自然の中で築きあげ

てきた絶妙のバランスを突き崩すきわめて深刻な矛盾に満ちたものであり、その導入はあまりにも性急な

ものであった。 



〈ニューカデ集落の現況〉 

当初は小さな診療所に看護婦が１人いるだけで、たいした医療行為もできなかったが、２００５年には

赤レンガの大きな病院が建設され、裏手には産婦人科病棟まで付設された。残念ながら、まだ医師は常駐

しておらず、重症の患者はハンシーの町の病院まで救急車で搬送されていた。２０１０年になってついに

医師、看護士が常駐するようになり、電気が供給されるようになって、産婦人科病棟では出産も可能にな

った。ただし重症の患者はやはりハンシーの病院へ送らざるを得ない状況にある。定住後に制度化された

裁判制度も一応は機能し、社会に定着してきたようではあるが、それは建前であって、もめごとなど問題

の解決は関係者と居あわせる人々の話し合いで図るという従来のやり方が依然として根強く機能している。 

２０００年からニューカデの集落で調査を続けてきた丸山淳子は、アフリカの「先住民」運動史におけ

る「ランドマーク」とも呼ばれたボツワナの土地裁判、および政府の対応に対する問題点、そしてその後

の住民の動向について報告・分析しているので、その要点だけを以下に紹介しておきたい。 

ボツワナ最高裁判所は、中央カラハリ動物保護区（CKGR）に居住していたブッシュマンが開発計画の

一環で土地を追われたことを、「先住民」の権利の侵害であるとする判決を下し、国際的に高く評価された。

しかしながら、判決は CKGR に戻る人には政府サービスを提供する必要がないとし、さらに政府は裁判の

提訴者１８９名のみに CKGR への帰還を許可したことによって、結果的に CKGR 内では「伝統的な狩猟

採集生活」、立ち退き先のニューカデやツェレなどでは「開発の恩恵を受ける生活」を強いられることにな

り、CKGRに戻れる人と戻れない人の間の溝が広がるといった問題が生じた。 

この判決と政府の施策の中で、人々はどのように対応していったであろうか。ニューカデでは、移住後

３年目の２００１年の雨季以来、定住地のプロットから数キロ～数十キロと離れたところにマイパーと称

するブッシュ・キャンプを作りはじめ、そこで狩猟採集する人々が増えていった。プロットとマイパーを

頻繁に往復し、伝統的な狩猟採集と開発の恩恵を同時に受けるこの生活パターンは急速に普及し、現在で

は住民の４分の１がマイパーに住み、プロットの親族、友人と緊密に交流しあっている。 

移住手当の多寡、牛の貸与を受けられた人とまだ受けられていない人、また賃労働でよく稼ぎ得た人と

そうでない人といった格差が開いていき、定住後３５年、特にニューカデへの移住後１６年を経て、こう

した貧富の格差は一段と大きくなっている。一方でほとんど資産らしきものを持たない大多数の人々に対

し、比較的少数の人たちとはいえ中古のトラックやロバ車を購入し、あるいは小さな店舗を開いて商売に

励む人たちも出てきた。 

２０１０年時点でCKGRに戻った人たちは約２００人と推定されたが、そのほとんどはCKGRの東方、

ニューカデからおよそ２５０キロメートルの遠方から来ていた人たちであった。この人々は、最後まで移

住を拒み、CKGRの東部に残って生活を続けていて、「先住民」支援NGOが中心となって提訴の準備をし

たときに真っ先に呼びかけられ、提訴者のリストに載った人々であった。２５０キロも離れた故地へ帰還

できる人たちはおおむね裕福な人たちで、トラックに生活用品など一切合財を積み込んで移動し、狩猟採

集を主生業として暮らしを立てている。彼らは比較的近いツェレ定住地へ１か月に３，４度トラックで水

汲みに行って渇えを満たしている。現在ニューカデを含むこれらの地域にはトラックが４３台あり、その

半数以上が CKGR東部への移動に用いられ、ツェレへの水汲みやニューカデへの短期訪問にも使われてい

る。一方のニューカデ定住地では、前述のとおりマイパーのブッシュ・キャンプへかなりの人々が引っ越

しし、プロットの人々と頻繁に交流している。こちらでは配給、年金、賃労働などを基本としながら、マ

イパーでの狩猟採集で食料を補充しているのである。 

「CKGRでの伝統的狩猟採集生活」、「定住地での開発計画による近代的な生活」という窮屈な２つの場

から、法や制度に抵触しないインフォーマルな活動がある程度は可能となって、人々は誠に現実的かつ功

利的に、まさしくブッシュマンらしいご都合主義者ぶりを発揮して、なんとかよりうまい具合に立ちまわ



って暮らしをたてていっているというのが現状のようである。 

 カデの北方約４０キロのツェーハオ周辺から西の方へハンシー農場北東部にかけては ツォイと呼ば

れる豆がたくさん生えており、昔から豊作の年には泊まりがけで採集に行ったものだが、丸山によれば２

０１２年はこの豆が大豊作で人びとは車で大挙して白人農場付近へ採集に出かけた。ハンシーからもブッ

シュマンが大勢採集に来ていて、一帯はブッシュマンたちの大集合が見られたという。車や携帯電話を使

っての狩猟採集活動は資源の持続的な利用という観点からすると問題なしとはいえないかもしれないが、

必ずしも近代化＝ツワナ化という方向ばかりへ進んでいる訳ではないことも確かである。さらに、携帯電

話を使用するようになって日本からニューカデへの通話も可能となり、日本に居ながらにして現地と情報

交換ができるなどグローバル化の波は留まるところを知らぬ勢いである。 

 

〈狩猟採集民の知恵を学ぶ〉 

人類の起源は最近まで５００万年前と言われていたが、２００１年に中央アフリカのチャドで発見され

たサヘラントロプスが直立二足歩行をしていたことが判明し、一挙に７００万年前まで遡ることになった。

およそ１万３千年前（７００万年の人類史からみればほんの最近の出来事である）から農耕の、さらに約

１千年遅れて牧畜の生産活動を始めた人類はどんどんと人口支持力を増大させ、産業革命を経て、エネル

ギー消費量は飛躍的に増加の一途をたどった。生あるものはいずれ滅亡へと向かう。それは自然界の摂理

であり、地球上の生命の誕生以来４０億年の間に９９．９パーセントの種が滅んできた。人類はチンパン

ジーとの共通祖先から分かれて直立二足歩行するようになってから７００万年といわれ、ホモ・サピエン

スとなってからも約２０万年が経つが、いずれは人類滅亡のときが来るのは疑いないことである。人類が

生産手段を開発して人口を増大させ莫大なエネルギーを消費するようになって自らを滅ぼすスピードに拍

車をかけていることも間違いない事実である。 

 

ここで現れてきたのがクリーンエネルギーといわれてきた原子力の技術である。いま我々が直面してい

るのは、原子力が滅亡への加速を早めるのではないかという危機感ではないだろうか。私がブッシュマン

研究の締めくくりにあえて原発問題をとりあげるのは、たまたま私がアフリカでブッシュマン調査中の２

０１１年３月１１日に日本の原発事故が起こったこととも無縁ではないかもしれない。現代文明にどっぷ

り浸かりきっている我々がいまさら狩猟採集生活の時代へと後戻りできるとはとうてい考えられることで

はなく、人類はいずれ何らかの形で終末を迎えざるを得ないのは確かなことである。４０億年の生命の歴

史の中で何十億という生物種が死滅してきたことを考えれば、人類もいずれは絶滅することは疑う余地が

ない。原発が１００パーセント安全であるとの確信を持ち得ず、しかも核燃料廃棄物処理問題も未解決の

ままの今日、絶滅への速度を原子力が加速する可能性は極めて高いと考えられる。 

福島原発事故以後のドイツをはじめとするヨーロッパ各国の脱原発の動きは非常に迅速であった。唯一

被爆体験をもち、真っ先に脱原発を表明してもよいはずの当の日本の動きは非常に鈍く、そこには目先の

経済優先の原理がまかり通っているとしか考えられない現実がある。人類の叡智を最大限発揮し、長期的

な視野で資本を投入してでも安全な代替エネルギーの開発を図ることが緊急の課題なのではないだろうか。

省エネルギーによる節電に加えて、太陽光、風力、波力、小水力、地熱、バイオエネルギーによる発電な

どの再生可能エネルギーに置き換える努力が避けられない。人類の滅亡を少しでも遅らせようとするなら

ば真剣に考えるべき課題である。 

狩猟採集民ブッシュマンたちが持ち合わせていた、自然と一体化し、自然への信頼に立った生き方の、

万分の 1 でも我々は見習うところがありはしないか、ブッシュマン研究はそうした意味でも我々が真剣に

考えなければならない問題を多々含んでいると思われるのである。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

セントラル・カラハリ・ゲーム・リザーブ 

                 京都大学アフリカ地域研究資料センター、インターネット連続講座； 

田中二郎「狩猟採集民ブッシュマンの定住化過程と問題点」より転載。 

 


